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○

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
割
合
を
定
め
る
命
令
（
平
成
二
十

内
閣
府

年

令
第
四
号
）

財
務
省

改

正

案

現

行

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等

に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
割
合
及
び
支
出
に
つ
い
て

に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
割
合
を
定
め
る
命
令

定
め
る
命
令

（
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
割
合
）

第
一
条

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払

犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関

等
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
に

す
る
法
律
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の

規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
十
と
す
る
。

百
と
す
る
。

（
支
援
支
出
金
の
支
出
の
対
象
）

第
二
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
預
金
保
険
機
構
が
犯
罪
被
害
者

（
新
設
）

等
の
支
援
の
充
実
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
金
銭
（
以
下
「
支

援
支
出
金
」
と
い
う
。
）
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
子
ど
も
に
対
す
る
無
利
息
で

行
う
学
資
と
し
て
の
資
金
の
貸
付
け
及
び
犯
罪
被
害
者
等
の
援
助
を
行
う
民
間

の
団
体
に
対
す
る
助
成
（
以
下
「
支
援
業
務
」
と
い
う
。
）
に
充
て
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
者
（
当
該
助
成
の
み
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
者
。
以
下
「
支
援
支
出
金
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管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
を
通
じ
て
、
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
係
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

二

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団

法
人
で
あ
る
こ
と
。

三

政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

四

支
援
支
出
金
の
管
理
及
び
運
用
に
関
し
て
、
十
分
な
能
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

五

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定

に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
資
と
し
て
の
資
金
の
貸

付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
支
援
支
出
金
管
理
団
体
と
の
協
定
の
締
結
）

第
三
条

前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
預
金
保
険
機
構
は
、
支
援
支
出
金
管
理
団
体

（
新
設
）

と
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。
）
を
締
結
す
る

も
の
と
す
る
。

一

支
援
支
出
金
管
理
団
体
は
、
支
援
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の

他
の
経
理
と
区
分
し
、
特
別
の
勘
定
を
設
け
て
整
理
す
る
こ
と
。

二

支
援
支
出
金
管
理
団
体
は
、
前
条
に
規
定
す
る
民
間
の
団
体
に
対
す
る
助

成
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
を
助
成
の
対
象
と
し
な
い
こ
と

。
三

支
援
支
出
金
管
理
団
体
は
、
支
援
業
務
に
係
る
重
要
な
事
項
に
関
す
る
意
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思
決
定
を
行
う
た
め
、
外
部
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
議
体
を
、
支
援
支

出
金
管
理
団
体
に
設
置
す
る
こ
と
。

四

支
援
支
出
金
管
理
団
体
は
、
毎
事
業
年
度
、
支
援
業
務
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
の
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り

公
表
す
る
こ
と
。

五

支
援
支
出
金
管
理
団
体
に
お
け
る
支
援
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
預

金
保
険
機
構
が
、
毎
事
業
年
度
及
び
必
要
に
応
じ
て
報
告
を
求
め
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
実
地
調
査
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、

支
援
支
出
金
管
理
団
体
が
当
該
支
援
業
務
を
的
確
に
実
施
し
て
い
る
か
を
検

証
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
の
支
援
支
出
金
管
理
団
体

に
対
す
る
必
要
か
つ
適
切
な
監
督
を
行
う
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。

六

支
援
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
預
金
保
険
機
構
が
、
違
約
金
の
徴
収
、
協
定
の
変
更
又
は
廃
止
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

七

そ
の
他
支
援
業
務
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項


